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サプライチェーン排出量（Scope3）算定

～Category 1（調達）におけるデータ収集の課題と工夫～

技術管理部 認証規格課

森脇 浩史

2026年3月2日

本資料はEIZO株式会社の事例であり、環境省の公式見解ではありません。
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EIZO株式会社 会社概要

804億円

2024年度
グループ連結売上高

2,482名

グループ従業員数

130以上の

国と地域で販売

プライム市場
2003年東証1部上場

$$$

2025年3月末日時点

設 立 ：1968年
所在地  ：石川県白山市
事業内容：映像環境ソリューションの開発、設計、製造、販売
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製品・事業のあゆみ

ⒸSANYO BUSSAN, CO.,LTD.
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当社のScope3 カテゴリー比 (FY2024)

Scope3内訳（当社Webサイトより)

各Scope内訳（当社Webサイトより)

Scope3が排出量の99%
を占め、その約47%が
Category1（調達）
に由来する
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当社SBT認定目標
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従来のCategory1算定方法の限界

活動量

購入した製品（部材・部品）、
サービスの種別年間費用

排出原単位

活動量の種別排出原単位
GHG排出量

購入額が減らない限り、
削減努力が排出量に反映
されず実績として示す
ことが困難

※ 金額ベースの算定方法でも、当社は第三者保証を
受審しています
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組織レベルをベースとし、売上高と当社購入額から、当社分の
GHG排出量を按分（１次データ相当)

サプライヤーエンゲージメントでの算定の考え方

サプライヤー様の
Scope1/2

Scope1 Scope2

サプライヤー様のScope3上流

Cat
1

Cat
2

Cat
3

Cat
4

Cat
5

Cat
6

Cat
7

Cat
8

Cat1～Cat8、Scope1、２の排出
量合計[tCO2e]

当社購入分相当

当社の購入分として
GHG排出量を切出す
（購入費用で按分）

削減努力をサプライヤー様単位で
把握することが可能

主要サプライヤー様（購入金額
で8割程度）とは既に本方式に
よるデータ連携を開始済み

※ 本算定方法でも、当社は第三者保証を
受審しています
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第三者保証の
取得状況（限定保証）

【２０２１年度～】

 GHG排出量（Scope1・2・3）
について受審

【２０２３年度～】

 サプライヤーエンゲージメント
によるCategory1の算定に
ついて受審

第三者保証対応を通じて
認識した課題

 算定バウンダリの明確化
（EIZOグループ全体で算定）

 データ根拠（エビデンス）の提
示と公開情報との整合性確保

 購入額依存による削減効果の
見えにくさ（Category1につ
いて）

Category1算定（サプライ
ヤーエンゲージメント活用）
で特に説明が必要な点

 サプライヤー様から取得す
るデータの妥当性説明

 サプライヤーエンゲージメン
トによる算定ロジックの説明

第三者保証への対応と算定方法高度化の背景
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Category1算定/削減ステップ① GHG情報収集
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CONFIDENTIAL
※本スライドは説明用参考資料です（配布対象外)
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GHG排出量調査シート(当社書式)の妥当性確認
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公開データ利用算定時の注意

Scope 3の内訳を確認

・Scope3内訳があればCat1～Cat8(上流)を合計
（上流の合計がサプライヤーエンゲージメントによる算定
では一般的)
・Category1のみ存在する場合はCategory1のデータ
を使用
・エビデンスとして各社の該当資料（排出量データ）を提示

売上高の範囲 (個社・グ
ループ連結） と算定範囲
が一致しているか確認

算定範囲 (バウン
ダリ）の整合性
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継続的な改善サイクル・算定から削減へ
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今後の課題：Tier2へのアプローチと算定範囲拡大

サプライヤー様へ、その上流に対するサプライヤエンゲージメント
による算定および削減の取組みへの協力・協議をお願いしていくTier2以降の削減を反映させる仕

組みづくり

海外グループ会社生産製品
の部材調達への拡大

サービス調達（広告宣伝費、
外部委託費等）の算定
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ご清聴ありがとうございました
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